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　当第2四半期連結累計期間における我が国経
済は、新型コロナウイルスの影響によるインバ
ウンド需要の急速な減退や、全国的な自粛ムー
ドの広がり、東京オリンピック・パラリンピッ
クの1年延期など、経済活動の停滞による世界
的な景気悪化が懸念され、先行きの不透明感が
ますます強くなっております。

　当社グループが主に事業を展開している建設
業界においても、前述の新型コロナウイルスの
影響により、世界的に海外への渡航制限が行わ
れ、海外工事の進捗に遅れが出ております。施
工環境では、新型コロナウイルス感染拡大防止
対策と、熱中症対策などに代表される安全衛生
管理の両立が求められております。受注環境は、
企業の設備投資意欲も一段落した傾向が見受け
られ、同業他社との競争は激化しつつあり、依
然として予断を許さぬ状況下にあります。

　第76期につきましても、事業計画達成に向け、
安定的な受注及び利益の確保、コスト競争力の
強化、さらに人材の計画的な育成に取り組んで
参ります。また、株主の皆様のご期待に応える
べく、健全な財務体質を堅持し、安定的な配当
の実施を継続すること。さらに、事業活動を通
じて社会の持続的な発展に貢献することが、当
社に課された最重要使命であると深く認識し経
営努力を続けて参る所存です。

　最後になりましたが、配当金につきましては
期末時に期末配当金として、普通株式１株につ
き普通配当金90円を実施させて頂く予定であり
ます。
　今後とも株主の皆様におかれましては、一層
のご支援を賜りますようお願い申し上げる次第
でございます。

代表取締役会長兼社長　　

　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　このたびの新型コロナウイルス感染症によってお亡くなりに
なった皆様には謹んでお悔やみ申し上げますとともに、罹患され
た皆様には、一日も早いご回復を心よりお祈り申し上げます。
　ここに当社 第76期中間報告 （令和２年４月１日から令和２年９
月30日まで）をお届けするとともに一言ご挨拶申し上げます。

株主の皆様へ
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　当社グループの当第2四半期連結累計期間の業績は、
売上高338億18百万円（前年同四半期比24.6％増）、営
業利益9億59百万円（前年同四半期比12.1％減）、経常
利益10億50百万円（前年同四半期比10.0％減）、親会
社株主に帰属する四半期純利益6億26百万円（前年同
四半期比16.2％減）となりました。
　当社グループが主に事業を展開している建設事業に
おける当上半期の受注高は、建築工事の「（仮称）ＤＰＬ
富山射水　新築工事」、「共立製薬株式会社先端技術開
発センター包装棟改修工事」、土木工事の「令和2年度　
国補通常砂防（事業間連携）（緊急対策事業）工事」等
の受注があり、総額では238億72百万円（前年同四半
期比9.4％減）となりました。受注工事の工事別内訳と
しては、建築工事が約81％、土木工事が約19％となり
ました。
　当社単体の完成工事高におきましては、建築工事の

「キッセイ文化ホール天井等改修工事」、「株式会社デリ

カ第二工場建設工事」、「（仮称）芝浦3丁目計画」、土木
工事の「平成30年度 社会資本整備総合交付金（街路）
工事」等の完成により、総額では325億54百万円（前
年同四半期比31.4％増）となりました。当社単体の兼
業事業売上高につきましては、3億75百万円（前年同
四半期比49.8％減）となりました。結果として、当社
単体の総売上高は329億30百万円（前年同四半期比
29.0％増）となりました。完成工事の工事別内訳とし
ては、建築工事が約87％、土木工事が約13％であり、
発注者別内訳では、官公庁工事が約20％、民間工事が
約80％となりました。
　下半期への繰越工事高としましては、建築工事が
435億77百万円（前年同四半期比17.2％減）、土木工事
が122億10百万円（前年同四半期比29.3％増）となり、
全体では557億88百万円（前年同四半期比10.1％減）
となりました。

売上高 338億18百万円 （前年同四半期比 24.6％増）

営業利益 9億59百万円 （前年同四半期比 12.1％減）

経常利益 10億50百万円 （前年同四半期比 10.0％減）

親会社株主に帰属
する四半期純利益 6億26百万円 （前年同四半期比 16.2％減）

当第２四半期
連結業績

営業の概況
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受注工事高・完成工事高の推移
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■ 完成工事高　■ 受注工事高 （単位：億円）

当上半期の受注工事高及び完成工事高の状況

工事別
前期繰越
工事高
（百万円）

当上半期受注
工事高
（百万円）

計
（百万円）

当上半期完成
工事高
（百万円）

下半期繰越
工事高
（百万円）

建　築 52,560 19,269 71,830 28,252 43,577

土　木 11,909 4,603 16,512 4,302 12,210

計 64,469 23,872 88,342 32,554 55,788
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2 ツルヤ御代田店新築工事
用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

物販店舗

株式会社ツルヤ

北野建設株式会社一級建築士事務所

長野県北佐久郡

令和元年９月～令和２年４月

3 株式会社デリカ第二工場建設工事
用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

生産施設

株式会社デリカ

北野建設株式会社一級建築士事務所

長野県松本市

令和元年11月～令和２年８月

1 キッセイ文化ホール天井等改修工事
用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

公会堂・公民館

長野県

株式会社山下設計

長野県松本市

令和元年７月～令和２年７月

主な完成工事
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5 （仮称）芝浦３丁目計画

6 平成30年度 社会資本整備総合交付金（街路）工事

用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

ホテル／事務所

株式会社西原

北野建設株式会社一級建築士事務所

東京都港区

平成30年11月～令和２年４月

用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

道路築造工

長野県長野建設事務所

―

長野市

平成30年10月～令和２年６月

4 （仮称）光が丘パークヴィラ整備計画
用 途

発 注 者

設 計 監 理

施 工 地

工 期

集合住宅

株式会社光ガ丘ヘルスケア

株式会社東急設計コンサルタント

東京都練馬区

令和元年８月～令和２年８月
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中間連結貸借対照表
（単位：百万円）

期　別
科　目

当第２四半期末
（令和２年９月30日現在）

前期末
（令和２年３月31日現在）

期　別
科　目

当第２四半期末
（令和２年９月30日現在）

前期末
（令和２年３月31日現在）

資産の部 負債の部

流動資産

現金及び預金

受取手形・完成工事未収入金等

有価証券

販売用不動産

未成工事支出金

開発事業等支出金

その他のたな卸資産

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

土地

その他

減価償却累計額

無形固定資産

投資その他の資産

投資有価証券

長期貸付金

退職給付に係る資産

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

34,664

8,605

17,097

1

3,258

1,196

68

58

4,409

△ 30

27,758

18,895

10,032

20,549

△ 11,686

217

8,645

5,995

64

638

44

1,936

△ 33

30,910

9,425

14,753

24

3,260

1,029

67

59

2,322

△ 33

26,051

18,042

10,032

19,511

△ 11,501

233

7,775

5,534

65

569

51

1,588

△ 33

流動負債 24,684 19,650
支払手形・工事未払金等 13,840 12,979
未払法人税等 362 60
未成工事受入金 5,622 4,972
引当金 370 410
その他 4,487 1,226

固定負債 3,190 3,051
退職給付に係る負債 56 60
会員預託金 1,891 1,950
繰延税金負債 995 749
その他 246 290
負債合計 27,874 22,701

純資産の部
株主資本 32,576 32,588

資本金 9,116 9,116
資本剰余金 3,188 3,188
利益剰余金 22,206 22,201
自己株式 △ 1,935 △ 1,918

その他の包括利益累計額 1,483 1,182
その他有価証券評価差額金 1,456 1,132
繰延ヘッジ損益 △ 7 △ 25
為替換算調整勘定 114 166
退職給付に係る調整累計額 △ 81 △ 91

非支配株主持分 489 490
純資産合計 34,549 34,260

資産合計 62,423 56,961 負債純資産合計 62,423 56,961

連結計算書類
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中間連結損益計算書
（単位：百万円）

（単位：百万円）

期　別
科　目

当第２四半期
自 令和２年４月１日（至 令和２年９月30日）

前第２四半期
自 平成31年４月１日（至 令和元年９月30日）

売上高 33,818 27,152
売上原価 30,729 23,823

売上総利益 3,089 3,328
販売費及び一般管理費 2,130 2,237

営業利益 959 1,090
営業外収益 147 139
営業外費用 56 63

経常利益 1,050 1,166
特別利益 － 0
特別損失 0 0

税金等調整前四半期純利益 1,050 1,166
法人税、住民税及び事業税 309 86
法人税等調整額 111 321
法人税等合計 421 408
四半期純利益 629 758
非支配株主に帰属する四半期純利益 2 10
親会社株主に帰属する四半期純利益 626 747

中間連結キャッシュ・フロー計算書
（単位：百万円）

（参考）関係会社の状況（令和２年９月30日現在）
　　（連結子会社）  （主な事業内容）
　　　川中嶋土地開発㈱  ゴルフ場事業
　　　ソロモンキタノメンダナホテルリミテッド  ホテル事業
　　　サクラハノイプラザインベストメントカンパニーリミテッド  ホテル事業
　　　㈱アサヒエージェンシー  広告代理店事業

期　別
科　目

当第２四半期
自 令和２年４月１日（至 令和２年９月30日）

前第２四半期
自 平成31年４月１日（至 令和元年９月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,047 4,917

投資活動によるキャッシュ・フロー △ 1,181 △ 3,962

財務活動によるキャッシュ・フロー △ 644 △ 722

現金及び現金同等物に係る換算差額 △ 41 △ 74

現金及び現金同等物の増加・減少（△）額 △ 820 158

現金及び現金同等物の期首残高 8,834 9,792

現金及び現金同等物の四半期末残高 8,013 9,950

中間連結包括利益計算書
期　別

科　目
当第２四半期
自 令和２年４月１日（至 令和２年９月30日）

前第２四半期
自 平成31年４月１日（至 令和元年９月30日）

四半期純利益 629 758
その他の包括利益 300 △ 117

その他有価証券評価差額金 323 △ 33
繰延ヘッジ損益 18 －
為替換算調整勘定 △ 51 △ 86
退職給付に係る調整額 10 3

四半期包括利益 930 640
（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 928 630
非支配株主に係る四半期包括利益 2 10
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会社概要（令和２年９月30日現在）

代表取締役会長兼社長 
執 行 役 員 社 長 北 　 野 　 貴 　 裕
取 締 役 専 務 執 行 役 員 山 　 﨑 　 義 　 勝
取 締 役 常 務 執 行 役 員 小 　 澤 　 善 太 郎
社 外 取 締 役 宇 　 田 　 好 　 文
社 外 取 締 役 矢 　 崎 　 ふ み 子
常 任 ( 常 勤 ) 監 査 役 滝 　 沢 　 　 　 登 
社 外 監 査 役 尾 　 和 　 慶 　 襯
社 外 監 査 役 酒 　 井 　 信 　 喜
社 外 監 査 役 西 　 田 　 　 　 孝
執 行 役 員 守 　 安 　 修 　 一
執 行 役 員 久 　 保 　 　 　 聡
執 行 役 員 南 　 澤 　 光 　 弥
執 行 役 員 山 　 仲 　 健 　 司
執 行 役 員 北 　 村 　 真 　 一 
執 行 役 員 小 　 林 　 政 　 勝
執 行 役 員 塚 　 田 　 美 　 一
執 行 役 員 岩 　 波 　 智 　 成
執 行 役 員 丸 　 山 　 　 　 譲
執 行 役 員 椙 　 村 　 定 　 夫

設　　　　立　昭和21年８月31日
資 　 本 　 金 　91億１千６百万円
事 業 の 内 容
１．土木、建築に関する建設工事の企画、設計、施工、監理等の

請負およびコンサルティング業務
２．地域開発、都市開発等の事業ならびにこれらに関する企画、

設計、施工、監理等の請負およびコンサルティング業務
３．環境整備、公害防止等の施設に関する企画、設計、施工、監

理等の請負およびコンサルティング業務
４．再生可能エネルギー等の事業ならびにこれらに関する企画、

設計、施工、監理等の請負およびコンサルティング業務
５．アスレチッククラブ、テニスクラブおよびゴルフ場等スポー

ツ施設の経営およびコンサルティング業務
６．ホテル、レストランおよび保養施設、劇場施設等の経営およ

びコンサルティング業務
７．不動産の売買、賃貸、仲介、管理および鑑定
８．住宅の建設および販売ならびに土地の造成および販売
９．建設用資材、機器、機械装置の販売および賃貸
10．前各号に付帯関連する一切の事業

本 社 長野市中御所岡田45-1　山王ビル
☎  026（233）5111
※本社建替に伴い、令和元年５月７日より仮移転して

います。
東 京 本 社 東京都中央区銀座1-9-2

☎  03（3562）2331
大 阪 支 店 大阪市北区堂島1-2-5　堂北ダイビル７階

☎  06（6344）3421
松 本 支 店 松本市大手3-4-5

明治安田生命松本大手ビル３階
☎  0263（35）6111

上 田 営 業 所 上田市中央西1-14-32　上田共栄火災ビル２階
☎  0268（23）5050

軽井沢営業所 長野県北佐久郡軽井沢町大字軽井沢472-7
☎  0267（42）5151

佐 久 営 業 所 佐久市瀬戸1203-1　信毎佐久ビル301
☎  0267（63）2000

白 馬 営 業 所 長野県北安曇郡白馬村大字北城1292-1
☎  0261（72）5411

上 越 営 業 所 上越市藤巻10-1　コスゲビル４階
☎  025（522）4555

富 山 営 業 所 富山市桜町1-1-36　富山地鉄ビル501
☎  076（482）3115

飯 田 営 業 所 飯田市元町5424-6　北野建設飯田ビル内
☎  0265（23）6110

諏 訪 営 業 所 諏訪市湖岸通り5-17-26　コセイビル１階
☎  0266（58）3777

安曇野営業所 安曇野市豊科南穂高525-7
オフィスＫビル内
☎  0263（73）0039

横 浜 営 業 所 横浜市港北区新横浜3-7-18　日総第18ビル
☎  045（475）3111

埼 玉 営 業 所 さいたま市大宮区三橋2-568-1
☎  048（625）3121

千 葉 営 業 所 千葉市中央区栄町36-10
甲南アセット千葉中央ビル９階
☎  043（224）1311

新 潟 営 業 所 新潟市中央区女池神明1-8-11
コートハウス女池106
☎  025（385）7910

海 外 事 業 所 ソロモン事務所／ソロモンキタノメンダナホテル
ザキタノニューヨーク／ホテルデュパルクハノイ

会社の概要

役員 （令和２年９月30日現在）
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事 業 年 度
期末配当金受領株主確定日
定 時 株 主 総 会
株 主 名 簿 管 理 人
及び特別口座管理機関
同 連 絡 先

上場証券取引所
公 告 の 方 法

４月１日～翌年３月31日
３月31日
毎年６月

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社

三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社 証券代行部
〒183-0044 東京都府中市日鋼町１－１
℡ 0120－232－711（通話料無料）
郵送先　〒137-8081
　　　　新東京郵便局私書箱第29号
　　　　三菱ＵＦＪ信託銀行株式会社
　　　　証券代行部
東京証券取引所
日本経済新聞の公告により行う

（ご注意）
1．  株主様の住所変更、単元未満株式の買取・買増請求その他各種お手

続きにつきましては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証
券会社等）で承ることとなっております。口座を開設されている証
券会社等にお問合せください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行）
ではお取扱いできませんのでご注意ください。

2．  特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、
三菱UFJ信託銀行が口座管理機関となっておりますので、上記特別
口座の口座管理機関（三菱UFJ信託銀行）にお問合せください。なお、
三菱UFJ信託銀行全国各支店にてもお取次ぎいたします。

3．  未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行本支店でお支払
いいたします。

4．  公告の方法は、定款では上のとおり定めておりますが、会社法の定
めにより、金融庁が運営する電子開示システムにおける開示をもっ
て決算公告にかえています。

 URL：https://disclosure.edinet-fsa.go.jp/

株主メモ



見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。


